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ネパールの生活道具を目の前にしていろいろ考えて
もらうことです。生活道具には、そこで生きる人た
ちの歴史と知恵が詰まっています。皆さんは、目の
前の道具に触れ、五感を働かせ、いろいろな気づ
きや発見をしていました。気づきや発見は、新たな
疑問や考え方に発展し、さらに行動に結びつく原
動力になります。
今回やった２つめは、「学び」について考えるこ
とです。学べないことで、いろいろ不便なことや不
利益を被ることがあります。学校へ行っていないこ
とで、臆病になりチャレンジできなかったり、自分
が周りの人より小さな存在に感じたりするかもしれ
ません。「学び」はその内容とは一見関係のなさそ
うな人の生き方にまで関係してくるのです。世界に
は学びが保証されていない人々がいます。日本で生
活していると、みんな学校へ行っているので、分か
りにくいかもしれません。しかし、今回のような視
点で日本を見ると、日本にだってネパールと同じよ
うに苦しんでいる人がいることに気づくかもしれま
せん。身近なことが今までとは違って見えてくるの
です。
今回の新しい出会いや気づきが、皆さんの未来
に少しでも役に立てれば幸いです。
スクール終了後、片付けを手伝ってくれた子ども
たちに、
「来年の『世界を知ろう＆世界から学ぼう』では、
どんな国をテーマにしようか」
と聞いてみたところ、「韓国にして！」や「マレー
シアがいいなあ。」という受講生からの声が聞こえ
ました。さあ、来年はどこの国にしようか、今から
ワクワクしています。
当日までの準備と当日の運営にご協力いただい
た皆さんに深く感謝いたします。
＜プログラム協力者＞
マルタ　ヤベロ　リベイロ（ブラジリアンスクール校長）
半田好男（栃木県立茂木高等学校教諭）
原田真理子（国際学部附属多文化公共圏センター研究員）
植田エレニセ、稲場マルシア、福田千恵子（以上、栃木県国際交流協会通訳）
米田亨（大学院国際学研究科博士前期２年）
菱沼千春、菅原里紗、本望茜（以上、国際学部 4 年）
竹元志穂、狩野瑛帆、ブラボ　ホセ（以上、国際学部 3 年）
金森夏実、佐藤乃巴桂、荒井絵理菜（以上、国際学部 1年）
石原由美、野澤康子（以上、前期内地留学生） 
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　昨年度の後期に宇都宮大学での内地留学が終
了し、現在、勤務校に戻り、日本語教室の担当を
させていただいています。
　旭小学校は児童数８４０名の大規模校で、日本
語指導を必要としている外国人児童は４５名です。
本校には経験豊富な担当教諭が他に２名と非常
勤の先生が１名いらっしゃるので、日本語教室担
当１年目とはいえ、私は非常に恵まれた環境の中
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で日本語教室担当をさせていただいているわけで
す。しかし、外国人児童の日本語や学習への理
解の程度は様々で、指導は難しく課題の多い毎日
です。
　取り出し授業でも入り込み授業でも、どんな内
容で何を指導支援するかを自分なりに把握して臨
まなくてはなりません。基本的に同じ担当者が同
じ児童・クラスに偏って何時間も指導をすることは
ないので、常にいろいろな学年の内容を把握して
いなければなりません。放課後や休み時間などに
は担当者同士の情報交換は欠かせません。
　６年生の児童に日本語の『可能』の表現を指導
したときのことです。「歩く→あるくことができる→
あるける」と進めていくうちに「あれ？本当にこれ
でいいのだろうか。」と普段自分が使っている日本
語が正しいのか不安になってしまうことがありまし
た。外国人児童にとってはどんな先生でも先生で
あり、日本語のお手本でなくてはなりません。自分
の日本語を見直さなければと反省するばかりです。
　小山市には、外国人児童生徒適応指導教室「か
けはし」があります。６月に「かけはし」を卒級し
た３年生の児童には取り出しの算数の授業で多く
関わってきました。昨年末に来日したのにここまで
日本語を習得し、学校生活に適応しているのかと
驚く事が多くありました。家庭の事情で「かけは
し」に通級せずに初期指導から旭小に通っている
外国人児童もいるので、数ヶ月後の児童の様子を
見ると、「かけはし」の重要性がとてもよくわかり
ます。適応指導や初期指導をしっかり受け、基本
的事項を身につけてきた児童は日本語教室での授
業もスムーズです。なんとか早く教室での授業に
ついて行けるようにするのが私の仕事と受け止め、
日々教材研究に力を入れてきました。
　日本語教室を担当していると学級担任をしてい
たときには見えなかったことも多く見えます。突然
の外国人児童の転出・転入の対応、突然の保護
者の相談や訪問、次から次へと飛び込んでくる通
訳の先生の仕事への対応、入り込み授業の内容
変更など、学級数も多いので数も内容も様々です。
担任の先生との連携も欠かすことができず、担任
の先生と日本語教室がお互いに理解し合うことが
よりよい児童への支援につながるのではないかと
改めて感じています。経験不足、勉強不足でまだ
まだ外国人児童への十分な支援には及びません。
しかし、朝のおはよう当番で校門に立っている時
に走って駆け寄ってくる外国人児童の笑顔を思い
出すと「彼らの力になりたいな。」という思いが湧
いてくる毎日です。
　HANDSプロジェクト主催「第 1回外国人児童
生徒支援会議」（以下、支援会議）が 8月 22日
に開催されました。この会議は、栃木県教育委
員会より指定を受けた外国人児童生徒教育拠点校
（以下、拠点校）の外国人児童生徒担当教員をメ
ンバーとするもので、これまで 2 年間で年 3 回計 6
回開催されました。今回は 21 名の拠点校担当教
員の参加を得ることができました。
　今年度の拠点校数は小学校 30 校中学校 10 校
の計 40 校となり、昨年度と比べて総数は変わりま
せんが、小学校が 29 校から1校増加し反対に中
学校が 1校減少しました。会議に先立ち、今年度
の拠点校 40 校に対してアンケ トーを行い、担当教
員数や指導対象児童生徒などの基本データの把握
を行いました。アンケートでは 40 校中 39 校から
回答を得ることが出来ました。その内容をいくつ
か紹介します。
　まずは各拠点校で日本語教室（名称は学校に
よって異なる）を担当する教員の合計は 55 名でし
た。3 分の 2 以上に当たる28 校では担当教員が
1名ですが、中には担当教員 3 名が 2 校、4 名と
いう学校が 1校ありました。そして、日本語教室と
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